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特集：パワーアップ加東 

　
み
な
さ
ま
は
、
坂
本
遼
と
い
う
詩
人

を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
 

　
坂
本
遼
は
、
明
治
三
十
七
年
に
、
今

の
加
東
市
横
谷
（
当
時
の
上
東
条
村
）

で
生
ま
れ
育
っ
た
加
東
市
出
身
の
詩
人

で
す
。
 

　
上
の
年
譜
に
あ
る
よ
う
に
、
地
元
の

尋
常
小
学
校
、
中
学
校
を
卒
業
後
、
郷

里
を
離
れ
て
、
神
戸
で
暮
ら
し
な
が
ら

も
郷
土
を
思
い
、
母
を
愛
し
、
そ
の
思

い
を
播
磨
地
方
の
方
言
で
綴
っ
た
詩
が

高
い
評
価
を
受
け
、
そ
の
作
品
は
小
学

校
の
国
語
の
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
ま
た
、
父
が
か
つ
て
校
長
を
務
め
た

東
条
東
小
学
校
、
東
条
西
小
学
校
の
校

歌
の
作
詞
を
手
が
け
る
な
ど
、
生
涯
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
見
つ
め
続
け
た
人
で

し
た
。
 

　
坂
本
遼
の
作
品
に
は
、
彼
の
愛
し
た

母
親
が
「
お
か
ん
」
と
い
う
方
言
で
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
母
へ
の
思
い
、
母
が
暮
ら
す
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
を
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

の
言
葉
で
綴
る
作
品
は
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
、
貧
し
い
農
村
の
暮

ら
し
の
中
で
、
大
地
に
根
ざ
し
て
生
き

る
農
民
の
素
朴
で
美
し
い
心
の
目
を
通

し
て
描
か
れ
て
お
り
、
彼
は
「
農
民
詩

人
」
と
呼
ば
れ
、
他
の
多
く
の
詩
人
に

評
価
さ
れ
、
ま
た
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
 

　
唯
一
の
詩
集
『
た
ん
ぽ
ぽ
』
発
刊
後

は
、
詩
を
書
く
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
児
童
詩
雑
誌『
き
り
ん
』

の
編
集
に
携
わ
る
中
で
も
、
子
ど
も
達

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
詩
や
作
文
の
選
考
に

お
い
て
、
純
粋
な
心
、
優
し
い
気
持
ち

を
変
わ
る
こ
と
な
く
持
ち
続
け
た
人
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
彼
の
美
し
く
豊
か
な
人
間

性
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
彼
の
没

後
も
、
彼
を
慕
う
詩
人
や
地
域
の
人
々

が
生
家
の
詩
碑
前
に
集
う
「
た
ん
ぽ
ぽ

忌
」
が
二
十
六
回
催
さ
れ
、
東
条
東
・

西
小
学
校
の
児
童
が
、
彼
の
作
詞
し
た

校
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
ま
た
、
生
誕
百

年
に
あ
た
る
平
成
十
六
年
に
は
、
有
志

の
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
「
た
ん
ぽ
ぽ

祭
」
が
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
 

　
ふ
る
さ
と
を
愛
し
た
坂
本
遼
は
、
ふ

る
さ
と
で
愛
さ
れ
た
人
で
も
あ
っ
た
の

で
す
。
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年
　
　
　
譜 

一
九
〇
四
 

（
明
治
３７
年
） 

     一
九
一
八
 

（
大
正
７
年
） 

 一
九
二
三
 

（
大
正
１２
年
） 

 一
九
二
五
 

（
大
正
１４
年
） 

     一
九
二
七
 

（
昭
和
２
年
） 

  一
九
三
一
 

（
昭
和
６
年
） 

  一
九
四
八
 

（
昭
和
２３
年
） 

   一
九
五
九
 

（
昭
和
３４
年
） 

 一
九
六
〇
 

（
昭
和
３５
年
） 

    一
九
七
〇
 

（
昭
和
４５
年
） 

 一
九
七
一
 

（
昭
和
４６
年
） 

 一
九
七
六
 

（
昭
和
５１
年
） 

  二
〇
〇
四
 

（
平
成
１６
年
） 

加
東
郡
上
東
条
村
横
谷
に
、
父
芳
太
郎
、

母
み
つ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
 

父
は
教
育
者
で
、
辺
地
教
育
に
私
財
を

投
じ
て
情
熱
を
注
ぎ
、
家
庭
を
顧
み
る

い
と
ま
が
な
く
、
代
わ
っ
て
母
が
一
家

の
き
り
も
り
を
し
農
作
業
に
励
ん
だ
。
 

 上
東
条
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
後
、
県
立
小
野
中
学
校
に
入
学
。
 

 関
西
学
院
文
学
部
英
文
科
に
入
学
。
同

級
生
に
詩
人
の
竹
中
郁
が
い
た
。
 

 詩
話
会
編
集
「
日
本
詩
人
」
第
二
新
詩

人
号
（
新
潮
社
）
に「
お
鶴
の
死
と
俺
」

が
入
選
。
 

詩
人
草
野
心
平
が
創
刊
し
た
同
人
詩
誌

「
銅
鑼
」
に
参
加
。
 

竹
中
郁
が
主
宰
す
る
「
羅
針
」
に
も
加

わ
る
。
 

詩
集
『
た
ん
ぽ
ぽ
』（
序
文
・
草
野
心
平

銅
鑼
社
）、
小
説
集
『
百
姓
の
話
』
を

刊
行
。
 

 朝
日
新
聞
大
阪
本
社
に
入
社
。
兵
役
を

挟
み
、
一
九
五
九
年
の
定
年
ま
で
勤
務

し
、
論
説
委
員
な
ど
を
務
め
る
。
 

 子
ど
も
の
作
文
と
詩
を
育
て
る
児
童
詩

雑
誌
「
き
り
ん
」（
尾
崎
書
房
）
の
編

集
に
参
加
。
竹
中
郁
が
詩
の
選
に
、
坂

本
が
作
文
の
選
に
あ
た
る
。
 

 『
き
ょ
う
も
生
き
て
』（
東
都
書
房
）

を
出
版
。
 

 『
き
ょ
う
も
生
き
て
』
が
一
九
六
〇
年

度
児
童
福
祉
文
化
賞
・
サ
ン
ケ
イ
児
童

出
版
文
化
賞
を
受
賞
。
同
時
に
、
日
本

児
童
文
学
者
協
会
等
の
推
薦
図
書
に
選

ば
れ
る
。
 

 心
臓
卒
中
の
た
め
死
去
（
享
年
六
十

五
）
 

 第
一
回
た
ん
ぽ
ぽ
忌
で
、
詩
碑
「
春
」

が
除
幕
さ
れ
る
。
 

 第
六
回
た
ん
ぽ
ぽ
忌
で
、
草
野
心
平
書

に
よ
る
「
傑
れ
た
農
の
詩
人
　
坂
本
遼

の
碑
」
が
除
幕
。
 

 生
誕
百
年
記
念
事
業
「
た
ん
ぽ
ぽ
祭
」

が
開
催
さ
れ
る
。
 

：  

す
ぐ
 

農
の
詩
人
詩
人 

　
坂
本
文
学

　
坂
本
文
学
が
語
る
ふ
る
さ
と 
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坂
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文
学

　
坂
本
文
学
が
語
る
ふ
る
さ
と 

 

ふるさとを知り、 
　ふるさとを愛そう ② 

　
加
東
市
横
谷
の
旧
家
の
傍
ら
に
、
郷

土
の
詩
人
を
称
え
る
詩
碑
が
ひ
っ
そ
り

と
建
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
詩
人
の
名
は
「
坂
本
遼
」
。 

　
ふ
る
さ
と
の
言
葉
、
播
州
地
方
の
方

言
で
詩
情
豊
か
に
綴
っ
た
詩
集
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
が
発
刊
さ
れ
て
、
今
年
で
八
十

年
に
な
り
ま
す
。
唯
一
の
詩
集
を
通
し

て
文
学
史
に
確
か
な
足
跡
を
刻
ん
だ
郷

土
の
偉
人
の
言
葉
、
文
学
か
ら
、
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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春

お
か
ん
は
た
つ
た
一
人

峠
田
の
て
つ
ぺ
ん
で
鍬
に
も
た
れ

大
き
な
空
に

小
ち
や
い
か
ら
だ
を

ぴ
よ
つ
く
り
浮
か
し
て

空
い
つ
ぱ
い
に
な
く
雲
雀
の
声
を

ぢ
つ
と
聞
い
て
ゐ
る
や
ろ
で

里
の
方
で
牛
が
な
い
た
ら

ぢ
つ
と
余
韻
に
耳
を
か
た
む
け
て
ゐ
る
や
ろ
で

大
き
い
　
美
し
い

春
が
ま
は
つ
て
く
る
た
ん
び
に

お
か
ん
の
年
が
よ
る
の
が

目
に
見
へ
る
や
う
で
　
か
な
し
い

お
か
ん
が
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
「
詩
集
た
ん
ぽ
ぽ
」よ
り

ひ
び
き


